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重点事業 人口増推進室を新設 横断的連携 4

令和2年3月31日現在  人口10,958人（98.6％）／男5,385人（98.4％）・女5,573人（98.8％）  
 世帯4,206（100.5％） ※うち外国人世帯25（108.7％）　（    ）内は前年比率
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歳
入
（
収
入
）

　
自
主
財
源
の
町
税
が
約
10
億
２

６
９
３
万
円
、
基
金
か
ら
の
繰
入

金
が
13
億
４
２
２
５
万
円
、
依
存

財
源
の
地
方
交
付
税
が
31
億
４
０

０
０
万
円
、
国
庫
支
出
金
が
７
億

１
６
７
１
万
円
、
合
併
特
例
事
業

債
や
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の
町

債
を
10
億
５
８
９
０
万
円
計
上
。

　3月定例会は、3月2日から19日までの18日間の会期で開催された。
　町から提案のあった条例改正や補正予算、令和2年度一般会計予算、特別会計予算など、３９議案を審議し、
すべて原案通り可決した。
　一般会計の歳入歳出総額は８５億円となり、前年度に比べ１億４,000万円減（1.6%減）となった。

（前年度比1.6％減）

地
方
債（
町
債
）現
在
高
の
状
況

　
前
年
度
決
算
見
込
み
に
比
べ
て
５
億
３
０
５

４
万
円
の
増
。

　
令
和
2
年
度
の
町
民
1
人
当
た
り
の
地
方

債
残
高（
見
込
み
）は
、一般
会
計
で
約
70
万
円
、

一般
会
計
、特
別
会
計
等
の
合
計
で
約
１
２
８

万
９
千
円
。

町債（借金）と基金（貯金）の推移
町債� （単位：百万円）

項目 H28 H29 H30 H31 R2予算

一般会計小計 7,147 7,140 6,947 7,720 7,808

特別会計小計 8,566 8,210 7,600 7,089 6,396

合計 15,713 15,350 14,547 14,809 14,204

基金�
財政調整 1,848 1,706 1,415 752 578

減債 866 1,037 1,278 1,217 1,049

地域振興 998 969 917 874 826

その他 1,302 1,250 1,341 1,017 696

年度末残高 5,014 4,962 4,951 3,860 3,149

特別会計 484 508 524 501 481

総計 5,498 5,470 5,475 4,360 3,630

町税
10億2,693万円

繰入金
13億4,225万円

その他一般財源
4億9,184万円

地方交付税
31億4,000万円

譲与税・交付金
3億4,840万円

町債
10億5,890万円

国庫支出金
7億1,671万円

県支出金
3億7,497万円

歳入
85億円

自

依
存
財
源

主
財
源

（33.7％）

（66.3％）

自主財源
町で集めたお金
28億6,102万円

町民税や固定資産
税など町民の皆さん
から納められる税金

基金（貯金）から
おろしたお金

行政の格差をなくすため
に国から交付されたお金

国や金融機関
から借りるお金

国からの補助金など

県からの補助金など

依存財源
国、県、借入金などに
頼ったお金

56億3,898万円
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令
和
2
年
度 

一
般
会
計
予
算 

歳
出
（
支
出
）

　
第
2
次
総
合
計
画
の
「
飯
綱
町

ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
」

を
実
現
す
る
た
め
、
庁
舎
建
設
や

地
方
創
生
事
業
の
実
施
に
よ
り
総

務
費
が
6
・
7
％
の
増
、
災
害
復

旧
費
が
33
・
３
％
の
増
、
教
育
費

が
４
・
６
％
の
増
、
土
木
費
が

11
・
６
％
の
増
、
農
林
水
産
業
費

が
２・３
％
の
増
、
商
工
費
が
２・

０
％
増
加
で
予
算
全
体
で
は
１
・

６
％
減
。

大型事業実施により85億円
庁舎建設や牟礼・三水小教育環境整備など

若者住宅建設、飯綱町版総合戦略事業の人口増にも力

令和2年度予算

� （単位：千円）

会計名 2年度予算額 元年度予算額
からまつの丘地区汚水処理場管理事業 1,687 1,746
訪問看護ステーション 50,761 47,257
国民健康保険事業 1,297,273 1,358,819
後期高齢者医療 162,199 156,093
介護保険事業 1,265,571 1,253,163
農業集落排水事業 − 370,984
飯綱公共下水道事業 − 564,001
住宅地造成事業 200 2,700
小計 2,777,691 3,754,763
水道事業 615,660 633,578
下水道事業 1,131,101 −
病院事業 2,715,162 2,722,214
小計　　　 4,461,923 3,355,792

令和2年度�特別会計・企業会計当初予算

歳出
85億万円

総務費
22億6,803万円教育費

7億3,654万円

民生費
14億7,575万円

農林水産業費
9億4,573万円

土木費
9億4,335万円

消防費
3億8,472万円

その他支出金
9,520万円

公債費
7億8,102万円

商工費
1億4,055万円

衛生費
7億2,911万円

町全体に係る運営費等

福祉、医療費、
保育費等

ゴミ、斎場費、北信衛生等

観光や商工業の
振興費等

道路や橋、河川
の整備維持費等

町債として借りた
お金の返済等

給食や幼稚園、小・
中学校、文化交流、
スポーツ施設の維
持管理費等

令
和
2
年
度 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

反
対
討
論  

︱ 

伊
藤 

ま
ゆ
み

　

所
得
の
少
な
い
75
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
制
度
で
、
制

度
そ
の
も
の
に
反
対
だ
。
軽
減
率
の
見
直
し
に
よ
り
、
影
響
を

受
け
る
方
へ
の
支
援
が
な
い
。

賛
成
討
論  

︱ 

渡
邉 

千
賀
雄

　

飯
綱
病
院
の
存
続
、「
人
口
増
推
進
室
」
の
設
置
、
産
廃
処

分
場
の
反
対
表
明
等
、
町
民
の
権
利
と
生
活
を
守
り
、
庁
舎
建

設
、
直
売
所
開
設
等
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
向
け
て
の
予
算

と
い
え
る
。

□
□
□
□
□

（3）長野県　飯綱町議会だより
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・重点事業
就業、起業、移住、空き家、結婚)で人口増を推進

4.安全 5.安心 6.交流
⃝�インフラ、公共施設
⃝�安全対策
�⃝�行財政対策

⃝�子育ち、子育て
⃝�福祉������⃝�健康
⃝�公共交通

⃝�地域交流
⃝�情報発信
⃝�都市との交流

主な事業 主な事業 主な事業
重��庁舎建設事業
� 8億4,508万円
新��橋梁修繕（鳥居新橋・斑尾大橋）
� 8,900万円
重��行政無線デジタル化他防災対策
� 4,475万円
拡��凍結防止剤散布車等購入
� 2,207万円
重��各地区消防施設整備、小型動力�
� ポンプ購入� 1,541万円
新��浦の沢水路改修　
� 803万円
新��非常用電源等整備
� 770万円
新��防災減災三水地区実施設計
� 420万円
新��防災重点ため池ハザードマップ�
� 作成委託� 308万円

拡��社協委託事業、運営事業費ほか�
� 補助金� 3,254万円
拡��地域支援事業
� (包括的支援・任意)繰出
� 888万円
新��赤東児童クラブ遊具撤去・新設
　� 734万円
拡��低所得者保険料軽減
� 398万円
拡��パワリハ機器リース料
� (多世代交流、旧第二小)
� 290万円
新���拡 ��地域福祉計画・福祉活動計
画・�障がい福祉計画策定

� 241万円
新��南部保育園砂場設置等
� 122万円

継��自然健康体験交流拠点� �
� （旧牟礼西小）整備費
� 1億618万円
新��多目的交流施設(旧三水第二小・�
� 旧牟礼西小)管理運営
� 2,979万円
継��しごとの創業・交流拠点� �
� （旧三水第二小）整備費
� 2,145万円
新��多世代交流施設指定管理
� 638万円
新��町制15周年企画
� 155万円

関連質疑 関連質疑 関連質疑

新…新規   重…重点

拡…拡充   継…継続

Ｑ 

跡
地
活
用
を
含
め
た
カ

ン
マ
ッ
セ
い
い
づ
な
へ

の
委
託
予
定
額
は
。

Ａ 

ふ
る
さ
と
納
税
１
５
７

３
万
円
。
Ｚ
Ｑ
管
理
２

６
４
万
円
。
移
住
相
談

３
５
０
万
円
。
情
報
発

信
６
２
０
万
円
。
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
２
５
０
万

円
。
民
泊
他
５
０
０
万

円
。
ネ
ッ
ト
販
売
管
理

３
３
０
万
円
。
都
市
農

村
交
流
70
万
円
。

Ｑ 

社
協
は
自
立
運
営
の
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

Ａ 

社
会
福
祉
法
に
よ
り
行

政
は
そ
の
活
動
を
支
援

す
る
必
要
が
あ
る
。
社

会
福
祉
事
業
は
収
益
が

伴
わ
な
い
の
で
、
あ
る

程
度
、
町
が
活
動
を
支

え
て
い
か
な
け
れ
ば
難

し
い
状
況
。

Ｑ 

非
常
用
電
源
整
備
の
詳

細
と
、
そ
の
性
能
は
。

Ａ 

牟
礼
庁
舎
に
あ
る
電
源

を
Ｂ
＆
Ｇ
三
水
海
洋
セ

ン
タ
ー
に
移
設
す
る
も

の
。
性
能
は
、
35
　

㎾
／

Ｈ
。
現
存
の
給
油
タ
ン

ク
利
用
で
給
油
な
し
で

も
15
時
間
の
対
応
が
可

能
。

牟礼西小グラウンド赤東児童クラブ遊具庁舎 安全祈願祭
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1.自然 ２.学ぶ ３.創出
⃝�自然を守る
⃝�自然に親しむ

⃝�教育
⃝�スポーツ、芸術、文化

⃝�農業������⃝�商工業
⃝�観光

主な事業 主な事業 主な事業
継��長野広域連合（可燃ごみ処理・�
� 最終処分場）負担金
� 5,673万円
継���北部衛生施設組合（し尿処理）��
�負担金� 2,642万円

新��登山道標識設置工事等
� 464万円
継��住宅用太陽光発電設置補助　
� 337万円
新��景観マップ作成
� 110万円
継��不法投棄ゴミ対策
� 102万円

拡��奨学資金貸付基金
� 912万円
拡��小学校外国語指導補助（ALT）�
� 委託　　� 549万円
新��小学校英語専科講師
� 374万円
拡��遠距離通学補助
� 235万円
拡��スクールソーシャルワーカー相談�
� 事業
� 226万円
新��牟礼屋内ゲートボール場照明　
　� 220万円

新��農業研究拠点施設（三本松周辺�
� 加工所）整備
� 9,140万円
拡��天狗の館、観光施設等工事　　
� 2,300万円
新��施設管理（天狗の館、観光施設、
　�保健休養地等）
� 1,080万円
拡��観光協会補助金
� 540万円
拡��地域奨励作物支援（ソバ）
� 472万円
拡��創業支援補助金
� 300万円
新��農地情報データ更新
� 149万円

関連質疑 関連質疑 関連質疑

令和元年度 新規事業
『人口増推進室』を新設  横断的連携(就農、

・重点事業
就業、起業、移住、空き家、結婚)で人口増を推進

Ｑ 

指
定
管
理
者
変
更
に
な

る
天
狗
の
館
の
従
来
の

サ
ー
ビ
ス
や
イ
ベ
ン
ト

の
継
続
は
。

Ａ 

好
評
だ
っ
た
も
の
は
継

続
す
る
よ
う
。
シ
ー
ズ

ン
券
の
継
続
は
厳
し
い

と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
相
談
事
業
の

実
態
は
。

Ａ 

小
中
学
校
の
現
場
で

は
家
庭
訪
問
ま
で
行
っ

て
お
り
、
時
間
的
に
十

分
な
ケ
ア
が
出
来
て
い

な
い
。
今
年
度
は
時
間

の
拡
大
と
保
育
園
に
も

入
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ 

長
野
広
域
連
合
の
地
元

対
策
負
担
金
が
増
加
し

て
い
る
が
。

Ａ 

施
設
建
設
地
を
持
っ
て

い
な
い
市
町
村
が
負
担

す
る
費
用
で
あ
り
、
地

元
要
望
に
対
し
て
施
設

建
設
促
進
に
必
要
な
も

の
を
精
査
し
て
い
る
。

三本松直売所ALT授業風景ながの環境エネルギーセンター

（5）長野県　飯綱町議会だより
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施
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今
ま
で
の
第
３
セ
ク

タ
ー
で
苦
い
経
験
も
あ
る
が
。

質
問

回
答　
現
在
は
振
興
公
社
に

運
営
補
助
金
を
一
切
出
し
て
い

な
い
。
飲
食
施
設
や
直
売
施
設

で
利
益
を
出
す
こ
と
で
補
助
金

を
受
け
ず
に
、
地
域
の
農
業
振

興
を
担
う
今
の
仕
組
み
を
維
持

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

商
工
費

ス
キ
ー
場
の
花
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
グ
リ
ー
ン
シ
ー

ズ
ン
の�

進
展
は
あ
る
か

　

  　
新
会
社
で
ゲ
レ
ン
デ

に
花
を
植
え
る
話
は
ど
う
な

っ
た
か
。

質
問

に
適
し
て
お
り
、
味
、
品
質
と

も
良
い
。
課
題
は
冬
の
高
額
な

暖
房
費
。
栽
培
コ
ス
ト
を
抑
え

た
中
で
、
高
品
質
な
も
の
を
ど

の
く
ら
い
の
量
が
収
穫
で
き
る

か
研
究
中
。
経
営
的
に
良
い
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
農
家
へ
の

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
る
。

ふ
る
さ
と
振
興
公
社
へ

�

の
増
資
の
内
容
は

　

  　
三
本
松
の
直
売
所
が

５
月
下
旬
オ
ー
プ
ン
予
定
だ

が
出
資
者
の
状
況
は
。

質
問

回
答　

振
興
公
社
は
、
新
た

に
２
直
売
所
と
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
を
経
営
し
、
経
営
規
模
が
拡

大
す
る
。
一
方
で
牟
礼
、
さ
み

ず
の
直
売
加
工
組
合
の
出
資
金

や
繰
越
金
並
び
に
棚
卸
資
産
が

無
く
な
る
。
新
た
な
雇
用
社
員

の
研
修
も
必
要
で
、
経
営
リ
ス

ク
が
高
ま
る
。

　
町
は
、
振
興
公
社
の
財
政
基

盤
を
強
化
し
、
直
売
所
を
健
全

に
運
営
す
る
こ
と
が
地
域
農
業

を
守
る
と
考
え
る
。

　
公
社
は
民
間
企
業
か
ら
も
１

０
０
０
万
円
の
出
資
を
呼
び
か

け
て
い
る
。
町
の
議
決
権
比
率

は
91
・
７
％
か
ら
76
・
９
％
に

な
る
。

免
許
返
納
者
へ�

�
�

３
種
類
の
支
援

　

  　
支
援
内
容
は
。

質
問

回
答　

く
る
る
に
チ
ャ
ー
ジ

で
き
る
ポ
イ
ン
ト
交
換
券
、
し

な
の
鉄
道
牟
礼
長
野
間
回
数
券

12
枚
分
、
来
年
度
か
ら
町
内
タ

ク
シ
ー
の
利
用
券
５
０
０
円
分

10
枚
の
３
種
類
か
ら
選
択
。

若
者
会
議（
仮
称
）の�
�

内
容
は

　

  　
参
加
者
は
。
継
続
し

て
い
く
も
の
な
の
か
。

質
問

回
答　

公
募
に
よ
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
合
宿
形
式
で
若
者

に
町
内
を
探
訪
し
て
も
ら
う
。

　
大
学
生
と
連
携
し
た
事
業
が

で
き
る
か
、
継
続
し
て
い
く
か

は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

農
林
水
産
業
費

四
季
な
り
イ
チ
ゴ��

�

産
地
化
は
い
つ

　

  　
実
証
実
験
に
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
い
つ
頃
普
及

定
着
さ
せ
る
の
か
。

質
問

回
答　

イ
チ
ゴ
は
町
の
気
候

総
務
費

町
政
15
周
年
節
目
の�

�

表
彰
と
は

　

  　
表
彰
者
の
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
と
内
容
は
。

質
問

回
答　

町
の
表
彰
条
例
、
施

行
規
則
に
従
い
選
出
。
特
別
な

儀
式
は
し
な
い
。
15
年
の
歩
み

の
記
録
。

人
口
増
推
進
室
に
期
待

　

  　

 
取
組
は
。

質
問

回
答　

他
の
地
域
よ
り
も
魅

力
あ
る
子
育
て
環
境
整
備
、
一

歩
進
ん
だ
関
係
人
口
対
策
。

拠
点
間
の
バ
ス
運
行
は

　

  　
ど
の
よ
う
な
取
組
を

し
て
い
く
の
か
。

質
問

回
答　

飯
綱
東
高
原
を
観
光

の
拠
点
と
し
て
、
町
内
外
者
が

町
な
か
と
別
荘
地
を
移
動
す
る

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
来

年
度
は
旧
三
水
第
二
小
、
旧
牟

礼
西
小
、
多
世
代
交
流
施
設
な

ど
を
結
ぶ
二
次
交
通
と
し
て
の

実
証
実
験
も
行
っ
て
い
く
。

予算審査
三本松直売所、天狗の館ほか、指定管理による

運営状況など住民要望実現へ

▲ ５月下旬オープン予定の三本松直売所

第 58 号（6）

予
算
審
査



ど
う
な
っ
た
最
終
処
分
場

　

  　
芋
川
に
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
後
の
動
き
は
。

質
問

回
答　

概
要
説
明
会
は
す
で

に
終
了
。
県
へ
の
報
告
や
届
出

等
は
何
も
さ
れ
て
い
な
い
。

教
育
費

加
配
の
配
置
は
適
正
か

　

  　
他
の
町
村
に
比
べ
て

多
い
よ
う
だ
が
。

質
問

回
答　

統
合
し
て
２
年
目
、

激
減
緩
和
措
置
で
、
三
水
小
で

は
２
ク
ラ
ス
中
１
ク
ラ
ス
の
担

任
は
、
町
費
で
配
置
。

今
後
の
学
校
運
営
は

　

  　
人
口
減
の
中
、
今
後
の

小
学
校
運
営
の
方
針
は
。

質
問

回
答　

３
～
５
歳
児
は
そ
れ

ぞ
れ
60
人
前
後
、
以
降
50
人
前

後
で
推
移
す
る
予
想
。
今
年
度

の
出
生
数
は
25
人
。
今
後
の
少

子
化
に
よ
り
中
学
校
の
校
舎
で

間
に
合
う
か
、
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

回
答　

子
ど
も
子
育
て
応
援

会
議
で
提
案
さ
れ
た
事
業
。
事

業
の
在
り
方
や
祝
い
金
額
に
つ

い
て
、
今
年
度
の
会
議
で
検
討

を
重
ね
て
い
き
た
い
。

衛
生
費

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

利
用
促
進
を

　

  　
低
い
利
用
率
の
原
因

と
対
策
は
。

質
問

回
答　

飯
綱
病
院
以
外
で
の

受
診
や
、
国
保
特
定
検
診
と
セ

ッ
ト
で
実
施
に
よ
る
も
の
。
休

日
検
診
等
ニ
ー
ズ
調
査
を
す
る
。

産
後
ケ
ア
宿
泊
型
始
ま
る

　

  　

 

利
用
の
手
順
は
。

質
問

回
答　

育
児
相
談
や
産
後
、

家
族
の
支
援
を
受
け
る
の
が
困

難
な
ど
、
申
請
に
よ
り
決
定
。

利
用
日
数
は
７
日
以
内
。

眼
科
検
査
機
器
と
は

　

  　

 

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

質
問

回
答　

３
歳
児
検
診
で
視
能

訓
練
士
に
よ
り
、
目
の
機
能
の

問
題
を
迅
速
に
把
握
。

　

  　
パ
ワ
リ
ハ
体
験
会
等

の
実
施
は
。

質
問

回
答　

福
井
団
地
、
多
世
代

交
流
施
設
に
設
置
。
今
後
、
旧

三
水
第
二
小
に
設
置
予
定
。
申

込
方
法
や
体
験
会
の
実
施
は
広

報
等
に
よ
り
周
知
を
図
る
。
旧

牟
礼
西
小
に
は
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
機
器
を
設
置
。

子
育
て
祝
い
金
の
目
的
は

　

  　
支
給
金
額
の
問
題
で

は
な
く
、
夫
婦
で
働
く
場
、

子
育
て
環
境
に
、
よ
り
多
く

の
お
金
を
使
っ
て
欲
し
い
が
。

質
問

防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

�

進
捗
状
況
は

　

  　
申
込
み
が
半
数
と
聞

く
が
。
質
問

回
答　

勧
奨
を
き
ち
ん
と
行

い
、
早
々
に
再
申
込
み
を
し
て

も
ら
う
。

民
生
費

Ｒ
Ｐ
Ａ
＊
在
宅
ワ
ー
ク�

�
収
入
に
つ
な
が
る
か

　

  　
役
場
や
病
院
内
で
Ｒ

Ｐ
Ａ
を
導
入
し
、
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
に
業
務
を
委
託
で
き

な
い
か
。

質
問

回
答　

役
場
の
業
務
は
個
人

情
報
が
あ
り
デ
ー
タ
を
渡
す
こ

と
は
難
し
い
。
ふ
る
さ
と
納
税

事
務
を
行
っ
て
い
る
ま
ち
づ
く

り
会
社
カ
ン
マ
ッ
セ
い
い
づ
な

で
行
え
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

＊
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・

プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
）
パ
ソ
コ
ン
の
中
の
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
型
ロ
ボ
ッ
ト

パ
ワ
リ
ハ
事
業
拡
大

回
答　

10
年
ぐ
ら
い
の
ス
パ

ン
で
考
え
て
い
る
。
ゲ
レ
ン
デ

は
民
地
が
あ
る
の
で
、
新
会
社

は
土
地
所
有
者
と
話
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
運
営
は

　

  　
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開

催
も
期
待
さ
れ
る
コ
ー
ス
だ

が
、
管
理
者
が
代
わ
る
こ
と

で
企
画
・
運
営
は
ど
う
す
る
。

質
問

回
答　

新
し
い
指
定
管
理
者

が
事
務
局
を
行
う
こ
と
で
進
め

て
い
る
。

消
防
費

災
害
発
生
時
、
自
主
防

災
組
織
は
対
応
す
る
か

　

  　
区
・
組
に
よ
っ
て
体

制
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
が
未

組
織
へ
の
対
応
は
。

質
問

回
答　

防
災
訓
練
に
お
い
て

も
、
命
を
守
る
訓
練
が
で
き
る

よ
う
情
報
提
供
す
る
。
地
域
の

つ
な
が
り
の
中
で
活
動
で
き
て

い
る
地
区
は
、
強
制
的
に
組
織

化
を
求
め
な
い
。

▲ 健康寿命を延ばそう（メーラプラザ）

（7）長野県　飯綱町議会だより

予
算
審
査



　
　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
令
和
７
年
３
月
31
日

 

· 

施
設
の
名
称　
横
手
農
林
畜

産
物
直
売
施
設

　
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　
　

 

有
限
会
社　
ふ
る
さ
と
振

興
公
社

　
指
定
の
期
間

　
　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
令
和
７
年
３
月
31
日

· 

施
設
の
名
称　
小
規
模
多
機

能
施
設

　
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　
　

 

株
式
会
社　
ニ
チ
イ
学
館

　
指
定
の
期
間

　
　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
令
和
７
年
３
月
31
日

陳　
情

医
師
養
成
定
員
を
減
ら
す
政

府
方
針
の
見
直
し
を
求
め
る

陳
情
書 

︱
採
択

　
厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
２

年
以
降
の
医
学
部
定
員
減
の
検

討
を
打
ち
出
し
た
。

　
長
野
県
内
の
医
師
数
は
、
全

国
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
お

り
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
救
急
医
療
や
地
域
包
括

ケ
ア
体
制
の
充
実
の
た
め
、
医

師
数
を
増
や
す
こ
と
を
求
め
て

い
る
。

保
証
人
な
し
で
も��

�

入
居
へ

町
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

 

︱
可
決

　
保
証
人
を
確
保
で
き
な
い
た

め
に
、
町
営
住
宅
の
入
居
に
支

障
と
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

改
正
し
た
。

飯
綱
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
を

廃
止
す
る
条
例 

︱
可
決

　
令
和
２
年
１
月
１
日
よ
り
外

部
へ
の
施
設
提
供
を
中
止
し
た

こ
と
に
伴
い
、
廃
止
す
る
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定 

︱
４
件
可
決

· 

施
設
の
名
称　
多
世
代
交
流

施
設
（
メ
ー
ラ
プ
ラ
ザ
）

　
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　
　

 

社
会
福
祉
法
人　
飯
綱
町

社
会
福
祉
協
議
会

　
指
定
の
期
間

　
　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
令
和
７
年
３
月
31
日

· 

施
設
の
名
称　
三
本
松
農
林

畜
産
物
直
売
所

　
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

　
　

 

有
限
会
社　
ふ
る
さ
と
振

興
公
社

　
指
定
の
期
間

上
限
額
を
引
上
げ��

�

減
額
対
象
を
拡
大
へ

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正 

︱
可
決

国
保
税
の
課
税
額
の
上
限
を

医
療
分 

61
万
円
→
63
万
円

介
護
分 

16
万
円
→
17
万
円

減
額
対
象
と
な
る
所
得
基
準
を

５
割
軽
減 

 

28
万
円
→
28
・
５
万
円

２
割
軽
減 

51
万
円
→
52
万
円

１
～
３
段
階
の
保
険
料�

�

基
準
額
を
引
き
下
げ

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正 

 
 

︱
可
決

　
国
の
法
改
正
に
伴
う
も
の
で

第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）

の
保
険
料
基
準
額
を
引
き
下
げ

る
も
の
。

第
１
段
階　
２
１
８
２
８
円
→

 
１
７
４
６
０
円

第
２
段
階　
３
６
３
８
４
円
→

 

２
９
１
０
０
円

第
３
段
階　
４
２
２
０
４
円
→

 

４
０
７
４
０
円

多
目
的
交
流
施
設
条
例 

 
 

︱
可
決

　
旧
三
水
第
二
小
と
旧
牟
礼
西

小
を
し
ご
と
の
創
出
及
び
都
市

と
の
交
流
拠
点
と
し
て
整
備
し

た
た
め
、
指
定
管
理
者
に
よ
る

管
理
、
使
用
料
等
を
定
め
た
。

　
区
、
組
等
が
公
共
の
た
め
に

使
用
す
る
と
き
の
使
用
料
は
免

除
、
実
費
相
当
額
は
２
分
の
１

の
減
額
。
町
内
に
住
所
の
あ
る

団
体
の
体
育
館
の
使
用
料
は
免

除
、
実
費
相
当
額
は
２
分
の
１

の
減
額
。

旧三水第二小、旧牟礼西小
しごとの創出及び	 	 	 	 	 	
	 都市との交流拠点として始動

▲ にぎわったアイママフェスタ2018（旧三水第二小）

第 58 号（8）

条
　
例



６
５
６
万
円
と
す
る
も
の
。

主
な
歳
出

·
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
費

　
２
億
４
０
５
０
万
円

·
小
学
校
Ｗ
ｉ
‒
Ｆ
ｉ
整
備

 

５
０
３
８
万
円

· 

三
水
小
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
空
調

整
備 

３
１
８
２
万
円

·
中
学
校
Ｗ
ｉ
‒
Ｆ
ｉ
整
備

 

３
４
０
３
万
円

人　
事

教
育
長
の
任
命
に
同
意

 

馬
島　
敦
子
氏

第
１
回
臨
時
会

２
月
４
日
開
催

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
） 

︱
可
決

　
既
定
予
算
を
３
億
２
９
２
６

万
円
減
額
し
、
総
額
を
88
億
６

９
８
９
万
円
と
す
る
も
の
。

主
な
歳
出

·
庁
舎
建
設
事
業
費

 

△
３
億
５
９
２
６
万
円

·
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
費

 

２
０
３
３
万
円

工
事
請
負
契
約
の
締
結

 

役
場
庁
舎
建
設
工
事

契
約
金
額
11
億
１
１
０
０
万
円

相
手
方　
株
式
会
社　
岡
谷
組

た
め
５
％
に
引
き
下
げ
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
。

 

反
対
討
論  

︱  

原
田 

重
美

　

緊
急
時
、
国
民
生
活
の
不

安
対
策
と
し
て
消
費
減
税
の

み
で
な
い
国
の
総
合
的
施
策

を
求
め
る
。
実
現
性
、
有
効

性
を
考
え
、
地
方
議
会
と
し

て
は
不
採
択
だ
。

 

賛
成
討
論  

︱  

渡
邉 

千
賀
雄

　

消
費
税
を
５
％
か
ら
８
％
、

10
％
で
景
気
が
悪
化
し
て
い

る
。
消
費
税
減
税
こ
そ
最
も

有
効
な
景
気
対
策
だ
。
国
会

で
も
減
税
の
声
が
広
が
っ
て

い
る
。

 

賛
成
討
論  

︱  

目
須
田 

修

　

消
費
税
は
〝
福
祉
〟
に
使

う
と
し
て
始
ま
っ
た
は
ず
。

　

失
政
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

今
で
き
る
景
気
回
復
対
策
は

コ
レ
し
か
な
い
と
考
え
る
。

子
育
て
・
教
育
環
境
の

�

充
実
へ

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

 

︱
可
決

　
既
定
予
算
に
２
億
８
６
６
７

万
円
を
増
額
し
、
総
額
91
億
５

 

賛
成
討
論  

︱  

目
須
田 

修

　

こ
れ
は
原
発
事
故
の
被
害

を
受
け
、
飯
綱
町
に
移
住
さ

れ
た
方
か
ら
の
陳
情
で
す
。

　

原
発
か
ら
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
促
進
は
急
務

と
考
え
る
。

消
費
税
５
％
へ
の
引
き
下
げ

を
求
め
る
陳
情 
︱
不
採
択

　
10
％
の
税
率
が
続
け
ば
、
さ

ら
な
る
景
気
後
退
と
不
況
を
招

き
、
被
災
者
や
低
所
得
者
な
ど
、

本
来
守
ら
れ
る
べ
き
人
か
ら
も

同
率
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
る

国
保
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
な
く

す
べ
き
だ
。

 

反
対
討
論  

︱  

原
田 

幸
長

　

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
協
議
を
重
ね
改
革
さ
れ

て
き
た
制
度
で
あ
る
。
全
国

一
律
に
実
施
は
現
実
的
で
な

く
、
不
適
切
と
考
え
る
。

 

賛
成
討
論  

︱  

目
須
田 

修

　

医
学
も
医
療
制
度
も
米
国

で
は
な
く
歴
史
あ
る
ド
イ
ツ

に
学
ん
で
ほ
し
い
。
こ
れ
は

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

自
治
体
、
少
子
化
ス
ト
ッ
プ

の
施
策
の
ひ
と
つ
と
な
る
。

 

反
対
討
論  

︱  

中
島 
和
子

　

無
料
化
に
よ
る
受
診
は
医

療
費
が
増
加
し
、
公
費
で
賄

え
ば
次
世
代
へ
の
負
担
と
な

る
。
無
料
化
を
広
げ
る
の
で

な
く
、
乳
幼
児
期
の
健
診
を

充
実
す
べ
き
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

促
進
を
求
め
る
陳
情

 

︱
採
択

　
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
化
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
転
換
を
求
め
て
い
る
。

「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小

企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る

陳
情 

︱
継
続
審
査

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
制

度
創
設
及
び
子
ど
も
や
障
が

い
者
等
の
医
療
費
助
成
に
係

る
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負

担
減
額
措
置
に
関
す
る
意
見

書
に
つ
い
て
の
陳
情  

︱
採
択

　
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
は
、

国
の
制
度
と
し
て
実
施
す
る
こ

と
と
、
窓
口
無
料
を
行
っ
て
い

る
市
町
村
に
対
す
る
国
保
へ
の

国
庫
負
担
金
の
減
額
措
置
の
全

廃
を
求
め
て
い
る
。

 

反
対
討
論  

︱  

樋
口 

功

　

全
て
の
子
ど
も
医
療
費
を

国
の
責
任
で
無
償
化
す
る
に

は
、
財
源
を
国
債
発
行
に
求

め
ざ
る
を
得
ず
、
子
ど
も
の

将
来
に
負
担
が
生
じ
る
。
支

払
の
困
難
な
親
の
た
め
の
施

策
を
考
慮
す
べ
き
。

 

賛
成
討
論  

︱  

伊
藤 

ま
ゆ
み

　

全
国
の
自
治
体
は
、
子
ど

も
の
医
療
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
る
。
子
ど
も
は
国
の
宝

と
い
う
な
ら
制
度
を
創
設
し
、

▲ 健やかな成長を願って

（9）長野県　飯綱町議会だより

陳
　
情

臨
時
会



令和2年　3月定例会　議案に対する各議員の賛否結果　（〇賛成�●反対�欠�欠席）

議　　案　　名 表決
結果

条例

飯綱町職員定数条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

飯綱町職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

飯綱町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

飯綱町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

飯綱町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例の一
部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

飯綱町基金条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

飯綱町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

飯綱町農林畜産物直売施設条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

飯綱町営住宅条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

飯綱町若者住宅管理条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

飯綱町ふれあいパーク条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

飯綱病院使用料徴収条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

補正予算

令和元年度飯綱町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和元年度飯綱町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ −

令和元年度飯綱町介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和元年度飯綱町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和元年度飯綱町飯綱公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

予算

令和２年度飯綱町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度飯綱町からまつの丘地区汚水処理場管理事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度飯綱町訪問看護ステーション特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度飯綱町国民健康保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度飯綱町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ −

令和２年度飯綱町介護保険事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度飯綱町住宅地造成事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度飯綱町水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度飯綱町病院事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度飯綱町下水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

その他

財産の取得について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

長野県町村公平委員会を共同設置する地方公共団体の数の減少及
び規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

教育委員会教育長の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

陳情

医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

子ども医療費無料化の制度創設及び子どもや障がい者等の医療費
助成に係る国民健康保険の国庫負担減額措置に関する意見書につ
いての陳情

採択 ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ −

自然エネルギーへの転換促進を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

消費税率５％への引き下げを求める陳情 不採択 ● ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● −

採択された陳情については、関係機関に意見書を提出しました。
 訂正  57号について、大川憲明議員と清水滿議員の賛否結果の入れ替え違いがありました。

大
川
憲
明

青
山
　
弘

原
田
重
美

渡
邉
千
賀
雄

樋
口
　
功

清
水
　
滿

伊
藤
ま
ゆ
み

荒
川
詔
夫

石
川
信
雄

原
田
幸
長

瀧
野
良
枝

目
須
田
修

中
島
和
子

風
間
行
男

清
水
　
均

第 58 号（10）

賛
否
結
果



予算・政策 要望
住民サービスの向上を提言
～議会要望（10月21日提出）に対する回答から～

　飯綱町議会では、毎年予算編成にあたっ
て分野毎の「予算・政策要望書」を提出。
回答が去る2月26日にありました。
　今後も、効率的で時代に即した予算編
成を行政に求めるとともに、住民要望を実
行するための予算要望をしていきます。

令和２年度予算に関連する主な新規事業
環境保全

【提言】公共的施設の建設には可能な限り木材利用を積極的に進めること。
☞【回答】三本松直売施設には町内産のカラマツを、役場新庁舎には町有林の木材を活用。

農業振興
【要望】地域奨励作物の品目を拡大すること。
☞【回答】新規にワイン用ブドウの苗木購入補助を 60 万円予算計上。

【提言】後継者育成、農地再生、家族経営農家への支援の事業を展開すること。
☞【回答】小規模農業者への支援も重要。生きがいや健康づくりにもつなげていきたい。

観光振興
【提言】都市住民との交流事業は実効性のある施策を推進すること。
☞【回答】都市と農村の交流事業を、まちづくり会社「カンマッセいいづな」で活発に進める。

健康・福祉
【要望】子どもたちが置かれている貧困の実態を調査し支援すること。
☞【回答】多世代交流施設（メーラプラザ）を核として事業を展開し、相談体制の強化を図っていく。

【提言】生活習慣病予防と健康長寿の町づくりを進めること。
☞【回答】特定健診を町立飯綱病院での実施に変更し、受診者が受けやすい方法に改善する。

若者等定住対策
【要望】若者のニーズを把握し生活基盤づくりの支援を。
☞【回答】東黒川原田地区に令和 2 年度から 3 年度にかけて、引き続き 3 棟 6 戸の建設を計画。

▲ 期待の大きいメーラプラザ（深沢）

（11）長野県　飯綱町議会だより

予
算
・
政
策
要
望
へ
の
回
答



防災・減災・SDGsなど現状と課題を質す
青山�弘議員
1 　新たな感染症に対するBCPも必要では
2 　町の公文書管理は大丈夫か

原田�幸長議員
1 　ＳＤＧｓの目標達成への取組は
2 　教育・子育ての課題解決は
3 　「引きこもり」の社会復帰支援は

伊藤�まゆみ議員
1 　保護者負担軽減と安全な給食を
2 　認知症保険加入補助の早期実施を
3 　介護者慰労金の対象者拡大を

渡邉�千賀雄議員
1 　来年度予算編成方針と重点施策は
2 　地域における家族農業の支援策は

瀧野�良枝議員
1 　町主催のイベントやプロジェクト事業に 
期待する効果は

２ 　移住相談会の参加者偽装問題への  
見解は

小口 清隆さん
（芋川）

以
前
の
傍
聴
人
の
意
見
に

も
あ
り
ま
し
た
が
、
初
め
て
案

内
を
受
け
３
月
５
日
９
時
よ

り
終
日
傍
聴
い
た
し
ま
し

た
。
張
り
詰
め
た
空
気
の

中
、
５
名
の
議
員
の
質
問

に
対
し
、
事
前
通
告
あ
り

と
し
て
も
真
摯
に
応
答
さ

れ
る
各
担
当
者
、
議
長
ま

た
は
議
員
、
傍
聴
席
に
対

し
て
礼
を
し
て
か
ら
の
応

対
ぶ
り
に
好
感
が
持
て
ま

し
た
。

防
災
に
対
し
１
０
０
０

年
に
１
度
の
降
雨
対
策
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
中

と
の
事
。
上
流
か
ら
の
各

河
川
等
か
ら
押
し
寄
せ
る

大
量
の
水
、
崩
れ
る
土
砂
、

町
長
の
意
見
に
も
想
像
を

絶
す
る
と
の
事
。
昨
今
の

異
常
気
象
を
鑑
み
、
後
手
後
手

の
日
本
の
行
政
の
徹
を
踏
む
事

な
く
オ
ラ
ン
ダ
を
見
倣
っ
て
ほ

し
い
今
の
技
術
の
時
代
、
飯
綱

町
か
ら
も
近
い
穂
保
地
区
の
堤

防
が
切
れ
る
と
は
誰
が
想
像
し

た
で
あ
ろ
う
か
…
。

次
に
家
族
農
業
の
支
援

に
つ
い
て
難
し
い
問
題
で

す
が
、
日
本
の
原
点
は
農

業
で
食
も
人
間
の
そ
れ
4

4

で

あ
り
ま
す
。
魅
力
あ
る
支

援
を
実
現
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

農
業
離
れ
の
若
者
の

多
い
昨
今
、
親
世
代
か
ら

の
伝
承
な
く
ば
絶
え
て
し

ま
い
、
情
熱
だ
け
で
自
然

か
ら
の
教
え
と
試
練
で
農

業
で
見
合
っ
た
収
入
を
得

る
こ
と
は
並
大
抵
で
な
く
、

勤
め
の
方
が
余
程
楽
で
す
。

そ
ん
な
意
味
か
ら
も
皆

で
柔
軟
な
考
え
を
巡
ら
せ

て
ほ
し
い
と
感
じ
た
会
議
で
あ

り
ま
し
た
。

柔軟な考えを巡らせてまちづくりを

• 一般質問は、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に疑問点を質し、所信の表明を求め
るものです。

• 一般質問の詳細については、ホームページ、議事録でご覧になれます。
• 一般質問の原稿は各議員が責任をもって編集しています。

第 58 号（12）

一
般
質
問



建
設
水
道
課
長  

以
前
の
浸
水

想
定
範
囲
で
は
牟
礼
本
町
の
鳥

居
川
側
か
ら
栄
町
を
含
ま
ず
狐

沢
ま
で
が
50
セ
ン
チ
程
度
の
浸

水
想
定
範
囲
と
な
っ
て
い
た
が
、

１
０
０
０
年
に
１
度
で
は
、
牟

礼
本
町
か
ら
、
深
沢
、
栄
町
、

狐
沢
ま
で
が
ほ
ぼ
全
域
浸
水
想

定
区
域
と
な
っ
て
お
り
、
浸
水

も
深
い
と
こ
ろ
で
は
、
５
メ
ー

ト
ル
か
ら
10
メ
ー
ト
ル
を
想
定

し
て
い
る
。

他
に
も
、
町
の
公
文
書
管
理

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ペ
ー
ス
を
設
け
て
生
活
し
て
い

た
だ
き
、
段
階
的
に
設
備
、
支

援
者
の
体
制
が
整
っ
た
福
祉
避

難
所
へ
避
難
い
た
だ
く
計
画
で

あ
る
。

１
０
０
０
年
に
１
回
程
度
の

�

降
雨
に
よ
る
浸
水
想
定
は

青
山  

１
０
０
０
年
に
１
回
の

鳥
居
川
の
浸
水
想
定
区
域
図
は
、

現
在
の
も
の
と
ど
こ
が
違
う
の

か
。

建
設
水
道
課
長  

当
初
は
「
50

～
１
５
０
年
に
１
回
程
度
」
の

大
雨
を
想
定
し
て
い
た
が
、
近

年
の
豪
雨
災
害
の
多
発
を
踏
ま

え
、
平
成
27
年
度
の
水
防
法
改

正
に
よ
り
「
１
０
０
０
年
に
１

回
想
定
し
う
る
最
大
規
模
の
降

雨
」
と
改
正
に
な
っ
た
。

　
長
野
県
で
公
表
さ
れ
て
い
る

一
級
河
川
鳥
居
川
の
１
０
０
０

年
に
１
回
程
度
の
対
象
降
雨
は
、

24
時
間
に
７
１
５
ミ
リ
を
想
定

し
て
い
る
。
以
前
の
１
０
０
年

に
１
回
程
度
は
24
時
間
に
１
３

５
ミ
リ
。
し
た
が
っ
て
、
浸
水

想
定
図
に
つ
い
て
も
降
雨
量
を

多
く
想
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

浸
水
想
定
区
域
の
範
囲
も
広
が

り
、
浸
水
も
深
く
な
っ
て
い
る
。

青
山　
具
体
的
な
想
定
範
囲
は
。

を
地
震
対
策
編
と
し
て
策
定
し

た
。
そ
の
他
の
災
害
に
お
い
て

も
、
本
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
応
用
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

青
山  

今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
よ
う
な
新
型
の
感
染
症
に

対
応
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
も
必
要
と
思

う
が
、
見
解
は
。

町
長　
今
後
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
非
常
時
優
先
業
務

の
福
祉
避
難
所
の
運
営
は

青
山  
「
要
配
慮
者
」
と
い
わ

れ
る
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
が

い
者
、
乳
幼
児
、
そ
の
他
の
特

に
配
慮
を
要
す
る
者
の
想
定
人

数
が
、
利
用
可
能
な
施
設
収
容

可
能
人
数
を
上
回
っ
て
い
る
が

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長  

福
祉
避
難
所

は
、
二
次
的
な
避
難
所
と
し
て

捉
え
て
い
る
。
一
時
的
に
は
、

指
定
避
難
所
に
福
祉
避
難
ス

で
あ
る
。

青
山  

風
水
害
の
災
害
時
に
は
、

地
震
編
の
応
用
で
対
応
で
き
る

の
か
。
別
に
作
成
す
る
予
定
が

あ
る
か
。

町
長  
飯
綱
町
は
、
平
地
部
か

ら
山
間
部
ま
で
集
落
が
散
在
し

て
い
る
た
め
、
大
地
震
の
発
生

が
広
範
囲
に
わ
た
り
大
き
な
被

害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
業
務
継
続
計
画

業
務
継
続
計
画�

�

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
と
は

青
山  

本
町
は
、
地
震
編
の
Ｂ

Ｃ
Ｐ
を
平
成
29
年
の
３
月
に
策

定
し
て
い
る
。
内
容
の
説
明
を

求
め
る
。

町
長  

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
災
害
時
に

行
政
自
ら
も
被
災
し
、
人
や
モ

ノ
、
情
報
な
ど
利
用
で
き
る
資

源
に
制
約
が
あ
る
状
況
下
に
お

い
て
、
優
先
的
に
実
施
す
べ
き

業
務
を
特
定
し
、
応
急
業
務
や

通
常
業
務
の
執
行
体
制
や
手
順
、

継
続
に
必
要
な
資
源
の
確
保
を

あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
く
計
画

新
た
な
感
染
症
に
対
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
も
必
要
で
は

今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る

青山 弘議員

町長

出典（岡山県岡山市HPより）
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企
画
課
長  

令
和
２
年
度
で
満

足
度
調
査
と
分
析
、
令
和
３
年

度
で
計
画
。
策
定
委
員
会
な
ど

で
協
議
し
、
分
野
ご
と
の
行
動

目
標
や
そ
の
設
定
計
画
作
り
の

予
定
。
策
定
委
員
や
職
員
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
を
意
識
し

な
が
ら
計
画
作
り
を
行
う
。

原
田  

自
治
体
職
員
に
対
し
、

自
分
の
仕
事
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢

献
し
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て

も
ら
う
た
め
、
課
や
係
の
看
板

に
担
当
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
書
き
込
む
こ
と
は
。

町
長  

課
や
係
の
看
板
に
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、

普
及
し
て
い
く
こ
と
は
大
事
な

の
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

原
田  

当
町
も
「
気
候
非
常
事

態
宣
言
」
を
出
す
考
え
は
。

町
長 

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」

は
大
変
良
い
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
に
賛
同
し
て
い
く
こ
と
に
全

く
異
議
は
な
い
。
県
と
歩
調
を

合
わ
せ
て
い
き
た
い
。

原
田  

地
球
温
暖
化
阻
止
を
訴

え
る
環
境
活
動
家
グ
レ
タ
・

ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ
ん
17
歳
は
、
各

国
指
導
者
に
温
暖
化
対
策
の
即

時
実
行
を
訴
え
て
い
る
。
彼
女

の
言
動
に
対
し
て
の
見
解
を
。

町
長  

非
常
に
先
を
見
て
危
惧

し
て
い
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

国
や
与
党
が
中
心
と
な
っ
て
何

年
後
に
は
再
生
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
て
い
く
方
針
を
出

し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
シ
フ

ト
し
て
い
く
よ
う
な
彼
女
の
提

案
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

教
育
・
子
育
て
の��

�

課
題
解
決
は

原
田  

公
明
党
は
「
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
」
に
関
す

る
実
態
調
査
を
行
い
、
利
用
者

事
業
者
の
双
方
の
課
題
が
示
さ

れ
た
。
課
題
解
決
に
向
け
た
町

の
考
え
は
。

教
育
次
長  

利
用
者
か
ら
の
保

育
の
質
の
向
上
で
は
、
各
種
研

修
会
へ
の
出
席
や
公
開
保
育
に

積
極
的
に
参
加
を
さ
せ
て
い
く
。

事
業
者
か
ら
の
人
材
の
育
成
確

保
支
援
で
は
、
保
育
の
質
の
向

上
の
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
人
材
の
育
成
に
努
め
る
。

確
保
に
つ
い
て
は
、
社
会
人
枠

を
設
け
て
募
集
を
か
け
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
の
４
月
か
ら
２
名

が
採
用
と
な
っ
た
。

「
引
き
こ
も
り
」
の��

�

社
会
復
帰
支
援
は

原
田  

当
町
の
実
態
調
査
で
引

き
こ
も
り
世
帯
が
あ
る
の
か
。

　
実
態
が
あ
れ
ば
県
の
引
き
こ

も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
は
。

保
健
福
祉
課
長  

調
査
結
果
で

は
、
12
名
の
方
が
引
き
こ
も
り

状
態
に
あ
る
。
今
後
は
相
談
を

受
け
止
め
る
支
援
体
制
の
拡
充

を
し
て
い
く
。

　
県
の
引
き
こ
も
り
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
は
、
問
題
が

あ
っ
た
時
に
、
後
方
的
に
支
援

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」

�

出
す
考
え
は

原
田  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成

へ
の
取
り
組
む
姿
勢
に
変
化
は
。

町
長  

今
ま
で
も
持
続
可
能
な

開
発
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
き
て
い
る
。
町
の
総
合
計
画

後
期
５
年
の
基
本
計
画
の
中
で
、

意
識
を
持
ち
な
が
ら
達
成
に
向

け
て
努
力
し
て
い
く
。

原
田  

第
２
次
飯
綱
町
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
作
成
の
初
年

が
大
事
と
考
え
る
が
、
今
の
段

階
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
加

え
て
い
く
の
か
。

SDGsの目標達成への取組は
持続可能を意識し努力していく

原田 幸長議員

町
長

▲ SDGsをテーマに県内高校生がデザインしたTシャツの作品展

▲ SDGs17世界の共通目標２０３０年の達成をめざすロゴマーク
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

�

削
減
を

伊
藤　
世
界
的
な
環
境
問
題
で

あ
り
、
町
も
取
り
組
む
べ
き
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
が
、
具
体
策

を
持
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
方

針
は
。

住
民
環
境
課
長　
分
別
の
徹
底

に
よ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

が
増
え
て
い
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
か
ら
の
転
換
は
研
究
さ
れ
て

い
る
が
、
ま
だ
結
果
が
出
て
い

な
い
。
対
策
は
、
マ
イ
バ
ッ
グ

の
推
奨
か
。
町
民
へ
は
、
啓
発

し
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

の
こ
と
だ
が
、
研
究
し
た
い
。

安
全
な
学
校
給
食
を

伊
藤　
輸
入
小
麦
か
ら
発
が
ん

性
の
疑
い
の
あ
る
グ
リ
ホ
サ
ー

ト
が
検
出
さ
れ
、
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
給
食
の
パ
ン
に
は
、

輸
入
小
麦
が
10
％
使
用

さ
れ
て
お
り
、
早
急
に

国
産
小
麦
１
０
０
％
に

す
べ
き
で
あ
る
が
。

町
長　
発
が
ん
性
の
あ

る
も
の
は
、
問
題
外
。

原
料
は
県
産
１
０
０
％

が
ベ
タ
ー
。
機
会
が
あ

れ
ば
実
現
を
求
め
て
い

き
た
い
。

給
食
の�

保
護
者
負
担�

�

軽
減
を

伊
藤　
保
育
園
の

給
食
費
が
無
料
と

な
っ
た
。
学
校
給

食
の
保
護
者
負
担

の
軽
減
を
。

町
長　
半
額
助
成

な
ら
２
３
０
０
万
円
ほ
ど

で
、
十
分
な
財
源
措
置
が

必
要
と
な
る
。
深
く
考
え

研
究
し
た
い
。

保
健
福
祉
課
長　
さ
さ
え
あ
い

の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
登
録

６
０
０
名
。
認
知
症
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
登
録
３
名
。
今

の
と
こ
ろ
困
っ
て
は
い
な
い
と

２
１
人
お
り
、
研
究
し
た
い
。

町
長　
毎
年
百
歳
の
お
祝
い
を

送
る
方
が
７
～
８
人
お
ら
れ
、

認
知
症
や
在
宅
介
護
は
つ
い
て

回
る
。
認
定
す
る
機
関
を
設
け
、

な
る
べ
く
多
く
の
人
が
認
定
さ

れ
る
方
向
で
対
象
者
を
拡
大
し

て
い
く
時
代
か
と
感
じ
る
。

認
知
症
保
険
加
入
補
助

�

早
期
実
施
を

伊
藤　
昨
年
４
月
か
ら
下
條
村

で
実
施
さ
れ
、
来
年
度
県
下
６

市
町
村
で
導
入
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
認
知
症
の
方
か
家
族
が
被
保

険
者
に
な
り
、
徘
徊
に
よ
り
事

故
な
ど
が
原
因
で
損
害
賠
償
を

請
求
さ
れ
る
事
態
に
対
応
す
る

も
の
で
、
自
治
体
が
半
額
を
補

助
し
て
い
る
。

　
認
知
症
の
方
を
町
民
み
ん
な

で
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
町
と
し
て
、
こ
の
事
業
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
。

伊
藤　
介
護
者
慰
労
金
支
給
制

度
は
、
介
護
度
３
以
上
の
方
を

在
宅
で
半
年
以
上
介
護
し
て
い

る
方
に
、
月
額
５
０
０
０
円
を

支
給
し
て
い
る
。
認
知
症
の
方

は
介
護
度
が
低
く
出
る
傾
向
が

あ
り
、
在
宅
介
護
の
苦
労
は
大

き
い
。

　
主
治
医
の
意
見
書
で
、
認
知

症
、
日
常
生
活
自
立
度
３
の
方

は
、
確
定
申
告
で
障
が
い
者
控

除
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
こ

こ
ま
で
対
象
を
拡
大
す
べ
き
と

考
え
る
。

保
健
福
祉
課
長　
認
知
症
、
日

常
生
活
自
立
度
３
の
方
は
、
３

介
護
者
慰
労
金
の
対
象
者
拡
大
を

対
象
者
を
拡
大
し
て
い
く
時
代
か

伊藤 まゆみ議員

町長

▲ 楽しい軽運動で元気で長生きを（サロンたかおか）

▲ プラスチックごみをどう減らすかが課題
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町
長　
要
望
項
目
を
真
摯
に
受

け
止
め
、
対
応
し
て
い
る
。

渡
邉　
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補

聴
器
購
入
補
助
の
実
施
は
。

保
健
福
祉
課
長　
研
究
中
だ
。

家
族
農
業
の
支
援
策
は

担
い
手
減
少
と
高
齢
化
に
拍
車

が
か
か
っ
て
い
る
が

渡
邉　
農
業
を
町
の
基
幹
産
業

と
し
て
位
置
付
け
、
食
料
の
供

給
・
農
地
の
多
面
的
機
能
の
維

持
発
揮
、
農
村
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
・
振
興
な
ど
で

「
家
族
農
業
」
の
果
た
す
役
割

が
重
要
だ
。

　
家
族
農
業
は
、
国
や
町
の
勧

め
て
い
る
「
地
方
創
生
策
」
に

も
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　
認
定
農
家
で
な
い
「
家

族
農
業
」
も
大
事
に
維
持
、
支

援
し
て
い
く
。

（
家
族
農
業
：
農
業
労
働
力
の

過
半
を
家
族
労
働
力
が
占
め
て

い
る
農
業
）

「
儲
か
る
農
業
、
10
億
円
売
り

上
げ
る
直
売
セ
ン
タ
ー
」
を
掲

げ
て
き
た
中
で
、
三
本
松
地
籍

に
、
大
型
直
売
所
が
開
設
さ
れ

る
が

渡
邉　
直
売
所
の
運
営
方
針
、

年
間
通
し
て
の
品
ぞ
ろ
え
等
、

活
性
化
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

産
業
観
光
課
長　
５
月
末
オ
ー

プ
ン
す
る
。
少
量
多
品
目
を
そ

ろ
え
、
冬
場
は
近
隣
の
市
場
や

交
流
地
か
ら
の
仕
入
れ
も
図

り
、
町
内
企
業
に
も
依
頼
す
る
。

「
特
産
品
開
発
補
助
制
度
」
も

利
用
し
て
ほ
し
い
。

農
業
支
援
策
を
拡
充
し
、「
農

業
者
等
支
援
補
助
一
覧
」
に
加

え
、
利
用
し
や
す
い
よ
う
な
取

組
は

渡
邉 

「
地
域
奨
励
作
物
支
援
事

業
」
の
対
象
作
物
と
補
助
を
拡

大
し
、
価
格
保
障
と
所
得
補
償

を
組
み
合
わ
せ
、
生
産
意
欲
の

向
上
を
図
る
こ
と
は
。

町
長　
加
工
用
の
リ
ン
ゴ
へ
の

支
援
、
保
険
の
掛
け
金
の
支
援

等
考
え
た
い
。

渡
邉 

「
認
定
農
家
」
の
育
成

と
合
わ
せ
て
、
ヤ
ル
気
の
あ
る

農
家
を
対
象
に
「
奨
励
農
家
制

度
」
を
創
設
し
、
農
業
生
産
資

材
、
種
代
、
農
機
具
購
入
補
助
、

ハ
ウ
ス
栽
培
補
助
な
ど
考
え
ら

れ
な
い
か
。

町
長　
支
援
の
形
も
う
少
し
研

究
し
た
い
。

渡
邉　
リ
ン
ゴ
農
家
支
援
策
と

し
て
高
所
作
業
車
の
導
入
、
12

キ
ロ
コ
ン
テ
ナ
の
普
及
を
推
進

し
た
ら
ど
う
か
。

町
長  

そ
れ
も
含
め
て
研
究
す

る
。気

候
変
動
に
よ
る
、
温

暖
化
、
自
然
災
害
の
頻

発
、
生
育
障
害
等
へ
の

対
策
は

渡
邉　
品
種
、
品
目
の
栽
培
や

対
策
、
品
種
の
改
良
な
ど
も
研

究
、
普
及
し
て
い
く
こ
と
に
は
。

産
業
観
光
課
長　
Ｊ
Ａ
等
と
も

相
談
し
て
い
く
。
し
な
の
リ
ッ

プ
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
（
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
）
苗
木
も
補

助
し
て
い
く
。

来
年
度
予
算
編
成
方
針
・

�

重
点
施
策
は

渡
邉　
予
算
編
成
の
権
限
は
町

長
に
あ
り
、
任
期
２
期
目
の
後

半
の
予
算
編
成
だ
。
編
成
方
針

と
重
点
施
策
は
。

町
長　
庁
舎
建
設
、
三
本
松
直

売
所
開
設
、
自
然
環
境
を
守
り

農
業
振
興
、
商
工
業
の
発
展
な

ど
。
町
の
魅
力
発
信
も
し
っ
か

り
行
う
。

（
各
課
の
重
点
施
策
と
方
針
は

課
長
か
ら
答
弁
あ
り
）

渡
邉　
町
共
産
党
議
員
団
が
要

望
書
を
提
出
し
た
が
、
反
映
さ

れ
た
施
策
は
。

家族農業を「奨励農家」として支援を
「認定農家」でない農家へ   
 支援の形を研究

渡邉 千賀雄議員

町
長

▲ 完成間近のマレットゴルフ場（ふれあいパーク）

▲ はしごに替え高所作業車での剪定作業
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の
必
要
が
あ
れ
ば
そ
の
方
針
を

住
民
に
分
か
り
や
す
く
公
表
す

る
べ
き
。

町
長  

自
前
で
出
来
れ
ば
自
前

で
や
る
の
が
筋
。
職
員
育
成
し

て
い
く
の
が
ベ
タ
ー
で
あ
れ
ば
、

そ
う
い
う
方
法
も
検
討
す
る
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ば
か
り
に
頼

ら
ず
、
何
を
外
注
に
す
る
の
か

と
い
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
的
な
も

の
を
内
部
で
作
り
、
な
る
べ
く

公
表
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て

い
く
。

発
展
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

町
長
の
考
え
は
。

町
長  

エ
リ
ア
を
限
定
し
て
の

起
業
発
表
会
も
非
常
に
面
白
い

と
思
う
。

２
月
16
日
中
日
新
聞�

掲
載
内
容
へ
の
見
解
を

瀧
野 

「
求
人
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、

現
金
支
給
を
条
件
に
移
住
相
談

会
の
参
加
者
が
動
員
さ
れ
、
下

請
業
者
が
自
治
体
の
希
望
人
数

を
聞
き
調
整
し
た
」
と
報
道
さ

れ
た
が
、
事
実
は
。

企
画
課
長  

報
道
さ
れ
た
８
月

26
日
の
相
談
会
に
つ
い
て
は
、

実
際
に
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
採
用
説
明
会
。
町
か
ら
は
希

望
人
数
を
伝
え
た
と
い
う
事
実

は
全
く
な
い
。

外
注
基
準
へ
の�

考
え
は

瀧
野  

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
丸
投

げ
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を

持
っ
て
い
る
住
民
も
少
な
か
ら

ず
い
る
。
外
注
に
出
す
前
に
①

業
務
改
善
を
行
い
、
ス
リ
ム
化

を
図
る
②
職
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と

し
て
蓄
積
す
べ
き
事
業
に
対
し

て
は
研
修
費
用
を
か
け
て
も
自

前
で
や
る
③
そ
の
上
で
効
率

性
・
効
果
性
を
考
慮
し
て
外
注

考
え
て
い
く
。

あ
じ
さ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�

花
ま
つ
り

瀧
野  

期
間
中
の
町
内
施
設
で

の
消
費
を
増
加
さ
せ
る
取
組
は
。

産
業
観
光
課
長  

花
見
の
バ
ス

ツ
ア
ー
の
パ
ッ
ク
を
販
売
し
、

昨
年
は
１
３
３
名
参
加
。

ア
イ
マ
マ
フ
ェ
ス
タ

瀧
野  

来
場
者
数
は
中
間
指
標

で
あ
る
べ
き
。
最
終
目
的
は
。

教
育
次
長  
特
に
子
育
て
中
の

女
性
の
起
業
や
、
働
く
場
の
確

保
。
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
利
用
者

や
子
育
て
応
援
会
議
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

瀧
野  

商
工
会
等
の
協
力
を
得

て
、
プ
チ
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

開
催
す
る
の
は
ど
う
か
。
企
業

Ｐ
Ｒ
の
ア
イ
デ
ア
を
売
り
込
ん

だ
り
、
商
品
の
共
同
開
発
な
ど

セ
プ
ト
が
類
似
。
何
を
差
別
化

し
た
の
か
。

企
画
課
長  

都
市
部
の
パ
テ
ィ

シ
エ
に
り
ん
ご
を
売
り
込
み
、

需
要
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

瀧
野  
町
内
で
も
全
国
で
事
業

展
開
を
し
て
い
る
個
人
や
企
業
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
信
で
影
響

力
の
強
い
人
も
い
る
。
住
民
の

発
信
力
を
生
か
す
こ
と
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
は
。

町
長  

お
金
も
か
か
ら
な
い
Ｐ

Ｒ
方
法
で
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。り

ん
ご
並
木
フ
ェ
ス
タ�

り
ん
ご
の
里
ま
つ
り

瀧
野  

ア
ン
ケ
ー
ト
の
項
目
は

来
場
目
的
の
み
。
評
価
項
目
を

入
れ
る
べ
き
。
高
額
投
資
に
感

じ
る
が
、
最
終
目
的
は
。

産
業
観
光
課
長  

来
場
人
数
だ

け
で
な
く
、
町
の
活
性
化
や
農

業
振
興
を
ど
う
達
成
し
た
か
を

英
国
り
ん
ご
フ
ェ
ア��

り
ん
ご
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア

瀧
野  

来
店
者
や
協
力
店
舗
の

評
価
を
反
映
し
て
改
善
す
べ
き
。

今
後
の
展
望
は
。

産
業
観
光
課
長  

町
民
や
他
団

体
の
協
力
を
得
て
イ
ベ
ン
ト
に

深
み
を
出
し
て
い
く
。

瀧
野  

町
内
循
環
、
相
乗
効
果

を
考
え
、
店
舗
と
農
家
を
繋
ぐ

取
組
を
。

産
業
観
光
課
長  

原
点
に
立
ち

戻
り
考
え
て
い
く
。

瀧
野  

企
画
課
主
催
の
「
ス

イ
ー
ツ
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
コ
ン

外
注
基
準
の
方
針
の
住
民
開
示
を

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、公
表
を
原
則

瀧野 良枝議員

町長

イベント名 経費総額（うち一般財源）
英国りんごフェア  629,000円 （100%）
りんごスイーツフェア  467,000円 （100%）
いいづなりんご並木フェスタ  1,142,000円 （50%）
りんごの里まつり（2018）  6,887,000円 （50%）
あじさいプロジェクト  1,065,000円 （100%）
花まつり  950,078円 （100%）
アイママフェスタ（2017-2019）  5,940,000円 （50%）
魅力発掘・体験プログラム開発（2018）  8,500,000円 （25%）
▲ 2019年度各事業の経費一覧
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意見書の具体的な内容は

Ｑ	 	「地域の実情を十分に踏まえた地域医療構想の推進を求める意見書」を可決、関
係機関に送付とあるが、具体的な内容、関係機関とは？

Ａ	 	国の地域医療構想に関するワーキンググループが公表した「再編・統合が必要な
医療機関」の中に町立飯綱病院が含まれていたことを受け、これまでの経営改革
や医師確保の取組や成果などが評価されておらず、地方自治体の医療施策の混乱
が懸念されるため、飯綱町議会として「国において誰もが住み慣れた土地で安心
して医療サービスが受けられる社会の実現」のため、国と地方の協議の場を積極
的に設けることを要請したものです。       
提出先は、衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務大臣・財務大臣・厚生
労働大臣宛です。

テーマ別の検索を

Ｑ	 	議事録を内容別に検索できるようにしてほしい。テーマ別に、いつの議会で誰が
取り上げているということが調べられると助かります。議員や議会がもっと身近
に感じられるのではないでしょうか。

Ａ			現在、議会事務局では議案別に整理しています。内容別で誰もが検索できるもの
となると、システムの構築やデータの保存、それに係る費用が必要になるため、
今後検討してまいります。

転入者の声を載せて欲しい

Ｑ	 	町外から転入された方のご意見を載せていただきたいと思います。飯綱町のどこ
が良くて我が町を転入先に選ばれたのか、これからも載せていただきたいと思い
ます。人口減少対策に何か役立つのでは。

Ａ	 	「新しい町づくりへ　私の提案」のコーナーでは幅広い層の皆さんからのご意見
をいただくようにしておりますが、ご提案いただきましたように転入された方も
含め、多くの方からのご意見を掲載できるよう、今後様々な方法を検討してまい
ります。

　　　 ←こちらからホームページへ
 町議会のホームページに議員の電話番号を掲載しました。

 議会だより第57号（12月定例会） 

� モニターアンケートにお答えします
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東
京
か
ら
長
野
に
移
住
し
て
き
て
、
今
年
で

８
年
目
で
す
。
途
中
で
海
外
転
勤
な
ど
も
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
こ
飯
綱
町
で
妻
と
4
人
の
子
供

達
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
い
で

す
。
や
っ
ぱ
り
飯
綱
町
が
好
き
で
す
。

僕
が
飯
綱
町
に
提
案
し
た
い
の
は
、「
も
っ

と
子
供
が
集
ま
れ
る
場
所
を
つ
く
ろ
う
！
子
供

が
体
を
動
か
せ
る
機
会
と
場
所
を
提
供
し
よ

う
！
そ
れ
も
、
子
供
が
歩
き
や
自
転
車
で
行
け

る
範
囲
内
で
！
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

飯
綱
町
に
は
沢
山
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
あ

り
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、「
練

習
や
訓
練
」
で
は
な
く
「
た
だ
子
供
た
ち
が
群

れ
て
遊
べ
る
場
所
」
が
も
っ
と
必
要
で
す
。

人
の
手
が
入
ら
な
く
て
荒
れ
て
い
る
山
に
Ｂ

Ｍ
Ｘ
（
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
）、
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー

（
幼
児
に
大
人
気
の
自
転
車
）
コ
ー
ス
を
作
る

な
ど
、
１
年
を
通
し
て
自
然
＆
ア
ウ
ト
ド
ア
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
楽
し
め
る
飯
綱
町
。
魅
力
的

な
移
住
先
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
無
い
も
の
ね
だ
り
じ
ゃ
な
く
、
あ
る
も
の

を
フ
ル
に
生
か
し
て
、
楽
し
い
町
を
作
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

新しい町づくりへ  私の提案
第18回

大
勢
の
人
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
自
然
が
豊
か
で
良

い
所
だ
か
ら
人
が
来
る
わ
け
で
は
な
く
、
外
か

ら
見
て
面
白
そ
う
だ
っ
た
り
、
来
て
み
て
楽
し

か
っ
た
か
ら
「
ま
た
来
よ
う
！
」
と
思
え
る
わ

け
で
す
。

そ
れ
っ
て
、
ど
こ
か
を
お
手
本
に
し
た
り
す

る
こ
と
で
上
手
く
い
く
事
と
も
違
う
と
思
う
し
、

自
分
の
し
て
い
る
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
や
っ

て
、
外
向
き
に
発
信
し
て
伝
え
て
い
く
だ
け
で

良
い
と
思
う
の
で
す
。

少
し
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
周
り
を
見
渡
し

て
み
る
と
、
町
内
に
も
楽
し
い
コ
ト
を
し
て
い

る
人
は
沢
山
居
ま
す
し
、
場
所
も
新
し
い
モ
ノ

を
作
ら
な
く
て
も
既
存
の
勿
体
な
い
施
設
も
沢

山
あ
る
と
思
い
ま
す
。
意
外
と
近
く
に
様
々
な

モ
ノ
が
あ
る
の
に
「
知
ら
な
い
飯
綱
町
」
が
沢

山
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
も
仕
事
や

遊
び
、コ
コ
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
こ
そ
、行
っ

て
み
た
い
町
、
住
ん
で
み
た
い
町
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

楽しくない所に
人など来ない

大川 直男 さん
（上赤塩）

古きを活かす
まちづくり

松本 あゆみ さん
（飯綱町地域おこし協力隊）

“Kids gotta move! 子供
は体を動かさなくちゃ！”

エヴァン ルビン さん
（上赤塩）

初
め
て
飯
綱
町
を
訪
れ
牟
礼
駅
を
利
用
し
た

と
き
、
手
動
の
ド
ア
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
に
お

い
、
有
人
改
札
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
雰
囲
気
を

感
じ
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
風
情
の
あ
る
駅
が
あ

る
の
に
駅
前
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
車
が
な
い
と
観
光
で
き
な
い
こ
と
を
残

念
に
思
い
ま
し
た
。
飯
綱
町
の
魅
力
の
一
つ
は

市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
で
す
。
長
野
駅

か
ら
25
分
と
交
通
の
便
が
良
い
場
所
に
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
鉄
道
の
利
用
促
進
が
図
ら
れ
て
い

な
い
と
感
じ
ま
す
。
長
野
市
街
地
か
ら
標
高
が

上
が
る
に
つ
れ
変
わ
っ
て
い
く
景
色
や
原
風
景

を
愉
し
め
る
長
野
︱
牟
礼
間
の
ロ
ー
カ
ル
線
は

観
光
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
車
中
心
の
生
活
で
も
北
し
な
の

線
に
乗
り
た
く
な
り
、
あ
え
て
電
車
を
利
用
す

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
鉄
道
と
観
光

が
連
携
し
て
駅
、
そ
の
周
辺
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
で
新
し
い
観
光
客
の
誘
致
に
繋
が
る
と
思

い
ま
す
。
鉄
道
の
利
用
促
進
と
歴
史
的
資
源
を

活
か
し
た
駅
周
辺
の
町
づ
く
り
を
提
案
し
ま
す
。

（19）長野県　飯綱町議会だより

町
民
の
声



自
分
に
も
他
人
に
も
「
ダ
メ
だ

ぁ
あ
り
ゃ
」
が
口
癖
。
ま
ず
け

な
す
、
め
っ
た
に
ほ
め
な
い
。

時
代
が
進
み
他
人
と
の
距
離
が

変
わ
れ
ば
、
こ
の
口
癖
は
人
を

委
縮
さ
せ
、
や
る
気
を
削
ぐ
だ

け
。
本
来
の
優
秀
な
力
を
発
揮

し
、
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
ま

ず
前
向
き
な
人
、
が
ん
ば
っ
て

い
る
人
を
、
ち
ゃ
ん
と
ほ
め
よ

う
！
多
少
失
敗
が
あ
っ
て
も
激

励
し
て
応
援
し
よ
う
！
こ
の
町

の
大
切
な
人
的
宝
の
持
ち
腐
れ

は
も
っ
た
い
な
い
！

　
こ
の
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
議

会
報
を
ち
ゃ
ん
と
読
ん
で
、
議

員
さ
ん
達
が
思
っ
て
た
よ
り
ず

っ
と
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
良
か
っ
た
…
。

ア
リ
ガ
ト
。

議
会
全
員
協
議
会

 

４
月
９
日
開
催

　
大
き
な
社
会
的
問
題
と
な
っ

て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
町
民

の
不
安
も
大
き
く
、
議
員
へ
の

問
い
合
わ
せ
や
要
望
も
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
担
当
課
、
飯
綱
病

院
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

現
状
と
課
題
及
び
対
応
の
説
明

を
受
け
質
疑
を
行
っ
た
。

　
議
会
は
、
議
会
基
本
条
例
に

基
づ
い
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
本
部
」
を
設
置
。

　
４
月
７
日
、
国
の
非
常
事
態

宣
言
を
受
け
、
町
は
同
日
対
策

本
部
を
設
置
し
、
第
１
回
本
部

会
議
を
行
っ
た
。

　
感
染
防
止
の
た
め
に
、
密
閉

空
間
、
密
集
場
所
、
密
接
場
面

と
い
う
３
密
を
避
け
る
こ
と
が

重
要
で
、
全
職
員
に
徹
底
す
る

よ
う
指
示
。

　
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
、
行
事

及
び
施
設
の
運
営
は
、
県
の
判

断
基
準
を
準
用
し
判
断
。

　
区
、
組
な
ど
の
行
事
に
つ
い

て
は
、
４
月
15
日
開
催
予
定
の

区
長
、
組
長
会
議
で
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
示
す
予
定
。

　
今
年
度
予
算
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費

用
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
当
面
は
予
備
費
を
充
当

す
る
。

　
学
校
は
13
日
～
休
校
。

　
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
前
回
の
休

校
を
参
考
に
牟
礼
東
と
三
水
児

童
ク
ラ
ブ
の
２
箇
所
で
行
う
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て

も
４
月
６
日
感
染
症
対
策
会
議

を
設
置
し
、
対
応
し
て
い
る
。

　
飯
綱
病
院
は
発
熱
外
来
を
設

け
た
。
事
前
に
電
話
で
予
約
と

な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
状
況
の
変
化

に
よ
り
、
町
の
対
応
に

も
変
更
が
生
じ
ま
す
の

で
、
正
確
な
情
報
の
把

握
を
お
願
い
し
ま
す
。

移
住
か
ら
お
か
げ
さ
ま
で
30
数
年

徳武�安紀子さん
（東高原）

　
来
村
の
第
一
印
象
は
、
人
口

の
割
に
美
男
美
女
、
そ
し
て
優

秀
な
人
が
多
い
こ
と
。
さ
て
現

在
は
？
残
念
な
が
ら
そ
の
優
秀

さ
が
十
二
分
に
生
か
さ
れ
て
い

る
か
は
「
？
」。

　
原
因
を
考
え
て
み
た
ら
、
過

度
な
照
れ
と
親
し
さ
で
は
？
と
。

58
号
表
紙
説
明

　
在
校
生
や
来
賓
の
い
な
い
縮

小
式
典
と
な
り
ま
し
た
が
、
藤

木
拓
道
校
長
か
ら
新
入
生
に
向

け
て
「
大
切
な
の
は
君
が
君
と

し
て
輝
い
て
い
る
こ
と
。
自
信

を
持
ち
、
挑
戦
者
で
い
て
欲
し

い
」
と
い
う
力
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

生
の
声 

⑲

編
集
後
記

　

イ
ベ
ン
ト
自
粛
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
２
０
の
延
期
等
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
大
き
い
で

す
が
、
私
た
ち
各
自
の
責
任
あ
る

行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

春
風
よ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
を
吹
き
飛
ば
せ
。�

（
信
）

■ 6月定例会予定
6月1日～ 17日（17日間）
一般質問	 	 	 	
3日（水）・4日（木）
常任委員会		 	 	
8日（月）・9日（火）
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　　発　行　人　　大川	 憲明
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　　委　　　員　　渡邉	千賀雄

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス	

対
策
本
部

	
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
い
て
設
置
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